
 

 
  

 

コロナ拡大下で問われています 
 新型コロナの感染拡大の下で、政治には命と暮らしこそが最優先されるべきであると、切実に問

われています。ところが安倍政権は、国民生活支援や医療拡充には冷淡な一方、沖縄・辺野古への

新米軍基地建設に２.５兆円を費やし、アメリカから兵器を爆買いして、アメリカと共に戦争でき

る態勢づくりに総額２７.５兆円を注ぎ込もうとしています。 

ストップ！先制攻撃のための大軍拡 

 安倍政権がもくろんでいるのが、「敵基地攻撃」能力整備の大軍拡です。「専守防衛」の原則を投

げ捨て、日本が攻撃される前に相手領域内の基地を攻撃できるようにするもの。太平洋戦争を引き

起こした「真珠湾攻撃」への道です。すでに安倍政権は攻撃型空母や長距離ミサイル整備を進めて

いますが、さらに多数のミサイルや長距離爆撃機、軍事衛星、電子戦機など、数兆円もの大軍拡に

踏み出すことになります。憲法違反、国民生活破壊の大軍拡にストップをかけましょう。 
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一人ひとりの平和の願いをもとに行動するNGOです 
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 かつて日本は自ら起こした侵略戦争で、自国民310万

人、アジア諸国民2000万人以上の命を奪いました。二度と

戦争はしないと誓った日本国憲法を守り抜き、９条にも

とづく平和外交に徹することが、再び戦争の道に進まな

いために不可欠です。 

ホントに必要 

安倍政権の大軍拡 

「二度と戦争はしない」 

軍事費削ってコロナ対策・生活保障を 


